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はじめに

はじめに　

毎年、センター叢書の冒頭に、その年の出来事などを書かせていただいている。理由は、大

学の出版物なので、大学がしっかり管理し保存する。そしてその時代の先生方が、専門ジャン

ルで、しっかり研究され執筆されることに所以する。後世の人たちが、その本を目にしたとき、

そんな時代にこんな考え方や方法論、分析、解析などやっていたのだと。つまり、その時代に

タイムスリップし、その時代の感覚で読んでいただき、理解を深めていただきたいからである。

今年度は、戦争に巻き込まれる可能性は少なからずある、と考えてしまった。

• 北朝鮮の度重なる核爆弾の実験と 20 発以上の弾道ミサイルの発射実験。
• トランプ氏が米大統領に就任、ワシントン政治の常識からかけ離れた、型破りな公約をし

たが、なかなか実現せず。トランプ劇場開幕。

• 英国民投票による世論調査の予想に反して EU離脱が僅差で決定した。移民問題。

• アサド政権軍が化学兵器による空爆を行い、子どもを含む、罪のない市民が無残に殺害さ

れる。トランプ米大統領、シリアの空軍基地の兵器格納庫にミサイル 59発を発射した。また、
米軍の通常兵器で最強の大規模爆風爆弾でイスラム国（IS）の拠点を攻撃した。

• 米国は北朝鮮の、米国まで到達する、大陸間弾道弾開発で核の脅威が広がった。北朝鮮が

軍事的挑発に踏み切った場合、強力な報復措置をとる、と米韓一致の記者会見を行った。

• 安倍首相はこの報復措置発言に賛同した。

• 一昨年度から起こっている、世界での無差別テロ。この事件は本学にも影響があった。こ

の 2 年、美術学科油画コースの EUへの古美術研究旅行は中止になっている。 

今年度、起きたことはまだあるが、世界でも治安のいいと言われる日本で、こんな脅威を感

じたことは、いまだ嘗てない。

尾道市立大学地域総合センター長

稲田 全示
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